


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ＦＶ■や （』己 ￣－－－~戸了4９ ■ＰＣ、’し
４－１□。Ｂ■ＰＩ‐｝ロ■］０．１口。●■■■■勺Ⅲ■■□００■■■■■ニー・〃■■■■■‐０凸‐ＩＩＰ‐』
1K１組ｌれこう勅に場行た那シｉｉｉ結にわ
'１行三、）りにの及かつ。１|ドズ巡染つれ
締全七日、、１１’んらた允変ムしでづた
)ｊｌｉｈｉｌ年本反Ｍ】にで反。と￣へたあい絶:Ｍ１讓碓ｌｉＭｉり兵薯ｉ１ｉｉｉ窪lii雄芙繋欝`'：会譲'1Ｗ塾Ｊ膣淵鵬２鰯鮫鰍
呆斐娑岬忙}湖提議Ｍ湖豐囑腱,(;務朧ゼニ裟著夢％iii踵室|；瞥il)#i醤ｋ#Ｍｉ党は五ののルが書府対、たて、た゜会Ｗ‘鰍三章：ii豐瀞!【二ｋ１藁灘塞；変戦～示線１１１いしデ、可しこ数だ二がズ巫線農さをにた、１日役.、れ九さ●十ム
ー、氏れ提もか減を支条気をこれ二八は政述て１１【｜、ら説禁交約文ｉＡ１Ｉりた大名
反胎動いしｉｌｉで会止渉締那定、も三|,：当
ｿ慧ii屯riliザ害klM箪遡(§二糊權
；驫権|)illlH雅弁促鮭素面し〈職掌澱劃一ので参に滕・工つしｉｉｉＩｌｉｌｔでうる符
統をＷｉも三対｜雌と廠て、の１１１１あ゜噛票一・リｊ１立、、し夫に労害ｉｉｉ１ｉ段・つ翌想数
戦<を労’'’てのか勘がｌｘｉ階フた年は］i：
絲要要llilj木、斯く者あ迎でγ・四，一
の求求迩懸批］,（にのり勅はシこ)，こ八
鮎しし動蔵＞|リｉｉｊｉも組、を，ＡＩズうのう、
成ててはｉＩＩｌｊｌｏ１り説、合か行外ムし林し八
をいうよ名なやこ加つい政）Ⅲて１A｝た大
社たごうよ空浜の入防、簸釛、｜#１１＃七
大゜きやり女（Ⅱ’よ禁共斉にの社の利票党労つく可が，１，う止の藤お，,，火もがをに農つ沈Ｊしあ松なの実，Ａ１いに党と、リｌｋ要無あ淵腿つの方方を，#，て，１，，Ｈで，:，イ!）求産つか主たｊ'ｘ針針あに、ら螺のらしし’i》たら義か部がをげ対；片を部総，((！、て識゜ぬ者ら攻ととるし干解は選進ｉｉｉＪ
い会・今けへでり磯らり所てのｉＩＩｉい拳し年
たへ法ｌｌ１のあ減れ、以、独しよで来の
｡≦＃二垂三蕊鬘iiiiiiiﾄﾞﾎﾞ懸鈩六ＩＨＩ六がブルら、強いがあの部党の縦＃;奔韮鯨Ⅶ鮎講ぞ習う壁１K＆）１（lⅡ）ノ』さ‘|§よ迦る立をい文アにの拳
Ｕ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｊ
-1
わ・Ｐ ﾛﾏﾜﾛﾏ
■-1●
Ｌ･ロ。グミ－~可_て〒ＴＶ？.~テ
汀
「わが党は剛体の木雄に雑き、Ⅲ木山几の進歩発述をはかり、もって人瀬文化の向上をⅢす。
「わが党は勤労大衆を代表して、溢水主綻を改茄し、もって産業の計画化と囚民生湖の安定をⅢす。
この大会では、軍事将兵に対する感謝決議、車事慰問団の派遣などの決定がなされたのである。しかも一九三七年
十二月、及び一一一八年二月にわたって、日本無産党、全評、労農派学者グループの検挙が行われ、日農党、全評が結
社禁止処分にされたとき、この抑圧に和して社大兇は肱ちに黒川弁男らの関係者をすべて除名処分に附したのであ
る。こうして、「支那琳変」一周年にあたる折令「時局日怖活動に関する件」では次のようにのべていた。
社
会
民
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と
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し
か
し
、
第
一
次
近
衛
内
閣
の
登
場
と
騰
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事
件
の
発
生
に
よ
っ
て
、
社
大
党
は
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大
き
な
転
換
を
と
げ
る
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す
な
わ
ち、一九三七年七月近衛首扣の拓待に応じて、挙国一致体制（派部・ファシズムの体制）に協力を約し、全く抵抗
の姿勢を喪失した。かくして、傘下のⅡ木労働組合会議は「全大衆を労働奉公の糀神の中に浄化結染」すべきこと
を主眼し、合法左塊の日本無産党はほとんどその活動を停止し、合法左塊の中心的紺介であった、木交迦労伽総述
肌は、「和衷協同以て産業に協力する」「健全なる同水仙労伽組合」に職換せんとすゐ新綱価方針大綱を発炎し、
全評また改正細微草案を発表し、「産業協力機関の設世」、「労賛紛争の極少化」など主張した。こうした怖勢の巾
で、十一月十五’十六日の社大党大会は、綱領改正を行い、最後の一片まで階級的立場を放棄した。すなわち、次
以上のような社大光内外の力が、いささかなりとも社大党をして、独自の内外政莱をとらしめる役判を減じてい
たことはたしかである。
のような新綱領を決定した。
P
た例外ではなかった。
社大党は、いまや口らをファシズム運助の主体たらしむるために、凶民再組織連動に努力する。これに対して、
麻生らの旧日労系がきわめて積極的であるに対して、松岡、西尾らは、新党の前途に対して若干の危供を表明す
る。 かくて、「国民糖神総動員運動再強化に協力し」、「国民貯金奨励運動」「新国民生活運動」を推進し、政府への批
判的姿勢をも災失したのである。己を空しうして「全休主茂の原川の上に立ち、国家の一元的紐織化を側標とす
る」新政党の組織を決議（昭和十四年度一般方針）するまでに変質した党に対しても右翼からの攻撃は行われた。
安部覚櫛遭難（三月三Ⅱ）などはそのあらわれであった。ファシズムへの川服と誠歩が、ファシズムの良識をよび
起すのではなくて、かえって、一層の兇暴化をもたらすことは、多くの歴史的事実が証明する通り、この場合もま
この両者の対立が斉藤隆夫代議士除名朋題を機として露呈したのである。斉藤代議士を「懲罰委員会に付議すると
従って今后我党の運動、活動は同
紐織され、活助さるべきである。
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国家と民族の飛躍に応へる為全国民の組織化を目標とする革新的新政党の結成を提唱し之が実現の為に己を空し
うしてあたる期を声明した。之国家と民族の飛雌に応へる我党の決意である。
従って今后我党の運動、活動は国民の党として組織され、活動されなければならぬ。即ち国家全体主義の建前で
誹麻生らⅢ労系は、大学出身者が多く、天皇制官僚と容易に結合して「新体制」の右力なポストを約束されたに対し、松
岡、西尼らは官僚に巡側感をもっていたので彼らぼど撹極的になれなかったと魁われる。やがて麻生らはいわば「新体制の
バスにのりおくれない」ために強引に東力会との合同を鱗し、ついに失敗する、
－－戸F-iT-1T夛了PｑＹＴＤ１q■ ､．￣弓一一・q
、
と、またかれを懲訓処分に付することについては、はじめから意凡の一致を凡ていた。しかしその刑の迩定につい
ては意見の対立」（河野、Ⅱ本社会政党史一七○面）があったのである。安部ら十名は除名の極刑に反対し、本会議
を欠席した。かくて、この党内の対立は麻生ら主流が片山ら八名の除沿を強行し、安部、松木の離党が行われるに
至って、瓢炎上の分裂に発展した。被除名派十粕は、水労伽総川蜘派の文持をえて、勤労国民党を結成しようした
が、この池附会すら「人氏戦線巡勤に采ぜられる危険あり」として結社禁止の処分をうけたのである。
か
く
し
て
、
社
大
党
木
部
派
に
と
っ
て
は
、
す
で
に
党
の
お
称
そ
の
も
の
が
そ
ぐ
わ
な
く
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
外
形
す
ら
なげうとうとするのである。一九四○年五月九日の巾央執行委員会は「決議」の巾で次のようにのべた。
昨年度大会に於て党誓七則を定め、以て革新的の気川を育成すべき埜準を示したが、同じ精神を貫く時、党名、
マーク等旧き革嚢を脱ぎ捨てるべき必然性を浦感するものである。我党に対して万一誤解を抱くものありとすれ
ば此の外形以外の何ものでもない。しかし国内球新体制の樅進力たるべき我党としては絲毫の誤解と雌も之を一
掃すべく、微暇と雌も之を払拭しなければならぬ。
か
っ
て
、
戦
争
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
対
し
て
闘
う
こ
と
を
宜
葡
し
た
党
が
、
耶
部
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
攻
撃
に
あ
う
や
、
一
歩
一
歩
己
の
湊
をファシズムににせて退却してきた。いまや、ファシズムそのものになる以外に生きる逆を失ったのである。右の
決議はその簸後の姿を、何と卒祓に語っているではないか。解党大会は七月六日に行われた。次のような言粟を残
して。今日を以て社会大衆党は解かれたり、同志秤び社会大衆党と言ふ勿れ。
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以り論う-，そがと降、上ＥＭｉｉＭｉれ、い以のこの論州を社う上
、れ１１１１上璽ＩＦ端会｜言ｌで
社を題の変的氏水、会災はｌ１Ｉ１Ｌに主Ｙｆ司氏誠別題以あ土木ｉ,Ｍｉ
主１Ｗとがｉｉｉｊら幾主州
主にしあのわ政義訓「
鑑Ⅲ１てる無し党の変政ら、゜腿土の厄一
党力、こさ政の弱機以の（このら党がいが降りりすよ’この、｜ＡＩものさるう社も｜］木た社
のにな会っ水左ら会
ＩＩＬは人１N】て火なし比警ｋＭ圭促iili鼠lIii韮|ﾘ１り係義’１１１のし争範らのあ折題結てＩこのか困る郡を党しよ変に難い考鋭過求つ画
すが｝よとく１１，１つての
る伴盗、ざのた、過こう金凧らスと突１１A
と。ＩＲＩ部けキい然を
はし係、だヤつに｜ﾘ｝
でカユは特しソて超ら
きし、にてダもつか
限朧蕊：郷眺
でれ政将・あ゜のて
あら党枝まばででき
ろをにおたきははた
う迫とよこだそなが
・及つびれしのい、
すて右とたりり゜こ
ｆｉｉ$ili)墓:篝
なと（*て題休、はliL1iillWi:儂警堂
、れ係戦つあ軍、
獺;雛１１１Ｌあ1,1いは。風謹
「正道確立の胱商く」（『日本労農新剛』鋪一号）出発した日本労農党が一年後の大会では、すでに、「階級的大
衆的統一政党主義」に転換しなければならなかった理川については前橘で郡しくのべた。二駈会弥働研掬』第十四紗、
「川本労農党の成立」参照）日本労農党は階級的正道主義から、統一そのものを旗印とする政党へ転換したのであ
る。そして、党内には、統一をめぐって激論が闘わされていた。しかし、艇終的には「麻生諜記長が熟噸の結果求
社
会
蝿
主
主
義
と
服
部
ｂ
フ
ァ
シ
ズ
ム
川
、
「
満
州
醐
変
」
以
前
の
社
会
民
主
主
義
－
１
ｎ
本
大
衆
党
の
消
燧
例
題
な
ど
Ｉ
八
■q ■
￣ﾏｰ=〒ﾃﾏｱｰﾏﾌﾟ
めたスタートは直接に大右翼結成の後陣を断つ農民党との合同であった。かくて農民党幹事長平野力三氏の提議に
応じて、響記侭は秘幣孤に内交渉を開始し、喬党を中心として、氏悲、農民、大衆党を含む一大政党樹立の協定を
なし、これを木部紳部に内示した。」（『Ⅱ労党は如何に闘ったか』ニニュ風）こうして党内の反対をおしきりながら、
一九二八年（昭３）十二月二十Ⅱ、日本労鵬党のぼか、川本魁氏党、無雌大衆党、九州氏懸党などが中心となっ
て、いわゆる七党合同、川本大衆党の加立大会が行なわれた。この結党過職をみても明らかなように、ｎ本大衆党
は、平野、麻生の秘密の交渉がこの創立の緒になったのであり、この両者の諒解のもとに、無産大衆党が加えられ
たのである。しかし、この党は、はじめから平野、麻生らの「醜行満」が噂され、峨闘が行なわれた。そして、わ
ず
か
一
ヶ
月
を
川
で
ず
し
て
、
「
醜
行
為
」
が
梁
燃
さ
れ
、
党
内
は
こ
の
川
越
を
め
ぐ
っ
て
、
分
裂
抗
争
の
渦
と
化
し
た
。
こ
れ
が
、
、
、
「清党運動」あるいは「消党事件」とよばれるものである。従来》」の問題についてふれた藩作はいくつかだされて
いるが、この事件を「内部綾班」あるいは「統制Ⅲ題」として扱い、主として党木部の決議、声明に依拠したもの
で
あ
っ
た
。
水
稲
で
は
、
術
征
執
行
委
、
会
報
絆
、
統
制
委
凹
会
の
側
係
者
よ
り
の
聴
取
誹
を
小
心
と
し
、
今
日
の
時
点
で
我
々
が
当
時の関係をよりあらためて行った聴取を参考として事実を明らかにしたい。
最初この本件をバク画したのは、商胤素之系の『やまと新聞』であった。Ⅱ木大衆党ｎであり『進め社』を経営
していた桶川征二も、合同祓後から「合同川越の奥にひそむ略影を柵むくく」努力していたといわれる。かくして
桶川は、一九二九年一月十九日、ｎ頭でこの問題の調森を党幹部に巾し入れ、ついで一月二十一日文響で叩し入れ
た。（この中入諜は『進め』社原稿川紙四枚にペソで轡いたものであり、保存されている。）この祓後、一Ⅱ二十三
ｎリーフレット『満党』を発行し、「消党運動の根拠を明かにし、日本大衆党党且諸君に撤す」として次の三つの
社
会
比
主
主
義
と
砿
郷
・
フ
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ム
三
九
Ｉ事実を明らかにした。
事
実
の
（
二
⑪平野、麻生の受取りし金銭は麹町区三番町十番地、湊屋事鈴木えっ方においてその他赤坂の待合にて数十回、
麻生久、柴尾与一郎、平野力三等その一味の芸妓をあげて豪遊せる事実明かなり。この事実は十二月一一十八日午
後九時参拾分、一味の一人柴尾与一郎が進め社本部にて吾人を訪問し、分け前に就きて不満を感じゐると称し、
写真版の如き一証を認めたり。
一、金壱千円也
㈹昭和三年十月一一一日、旧日本農民党書記長平野力三及び旧日本労農皆金同記長麻生久相たづさへて田中首相邸に総
～
ノ
理大臣陸軍大将田中義一を訪問し、無産政党の合同によって浅原氏憲党代議士、水谷ｙ山木新党準備〈呑所属代議
士、亀井社会民衆党代議士、並びに河上日労党代議士をして、第五六議会において対支問題、張作森問題、地租
移譲問題に就て政府に合流すべき約束の下に、金一千円を受取り、翌十月四日平野力三は田中義一より金一万円
を受取り、尚、彼等は議会後約束を履行したる場合にあっては相当の金額の授受を約束したり。
（註１）か上る平野・麻生の陰謀あってこそ日本農民党対Ⅱ本労農党の合同の急蛎直下式に遂行せられたり。立党以来極右翼
の立場にありしⅢ本農民党が左翼なる無産大衆党をふくめての合同成立すれば、新党瀧倫会所属代議士山木、水谷の両代議
士を狸得し柵る凡込、叉値井代議士も社民党を脱し、合同党の傘下に来るとの予想を持ちたる為他。
（註２）政府に合流する事は、政府案に賛成するの意味に非ず。いやしくも、無産政党たる以上、表面的合流は為さるべきも
のにあらず、然し政府より金銭を得たる上は野党の立場にも賛成せずの言も合流の一也。無産政党は独自の立場にて適進す
のにあらず、然し政府より〈
との言も立派なる合流なり。
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九月下旬、反動主義者耐副剰どの宅に麻生久が訪れ、日本労農党と建国会を近き将来合同せしむる旨暴言し、建
国会の綱領を認むるとの条件にて金一一一千円都合し呉れと懇願せる折柄、たまたま隣室に吉川守邦氏訪るるありて
一切は暴露せり。これ所謂無産政党史を汚辱する反動化事件の表現也。
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事実の（三）
九月下旬、反剥
あったぱ名也動昭つた木考がとを和
たと敏慮余の組三
事噂綱のを理織年
判さに」１招由せ九
lﾘ｜れｉｉｉｉ回いもり月せる会然て兄、上
りにしす、ら幸句、至そく幸れの、采れのきのた湖幸しり後事湖りとの
て。約を事・はｉｈ１１１ｉ《よ二約件然、へ
生つ回しをる明栃
はてに大方に治木證jlI響：}川重ii
NIIli渥ゼ議了＄掌趣人をに式日名湖をを木十会銀せ￣
Ｉｌ１しを月社座らに
｣こて訪二に尾汎古
し１１「１１M日五張し河
大河す麻刀ｌｌ１「’１１鉱
りのる４１；１１九弾業。受に久に児寺会
'1ｒ付至はて屋湖社
河をつ古売食のが
は訓て河り堂別発
麻盃ｌｉｉｌ鉱込二名題
生せ社業み階也所
のしＨ株呉に。を
｝世めの式れお反設
悪た’''１会とい対置
のるに社懇て理せ
敵と麻附願麻１１，ん
にと４１；務へせ生のと
はろは取り久中す
あ十１１「締。、にる
ら）］河役吾河はや
ざ二よ］【人野発、
り「Ｉり足は密電麻
しはｌｉＭ尾事、所生
か午収鉱敢１１１を久
ｏｉｉｌさ業火所作等
十る所事輝るは
時る長件Ｄ１は反
頃に、なの不対
で至依れ三敬運
亦実の（二）
金
壱
万
円
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同
月
四
日
受
収
ル
昭和三年拾月三日夕田中邸ニテ麻生、平野、田中ヨリ受収ル柴尾
与
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この間題が起ると、はじめ党木部側は代表が『進め社』を訪れ、「党内の問題として円満なる解決」（第五回常任中
央執行委倒会報小川）をはかろうとしたが、結局柵川派二の献椛的なリーフレットの撒布（十万枚といわれ為）によ
って、大きな問題に発展した。これに対し、猪俣津南雄の主宰する「労農新聞」はこれを大きくとりあげ、その紙
而をあげて消光述肋に作げた。こうして党内では、統制姿、会、執行委且会で消党問題を耶災無限とするⅢⅢ本労
農党、旧日本農民党系と、責任を追及しようとする旧無産大寒元および九州民憲党系に分れ、はげしく抗争した。
その絲染統制委口会では三対二、執行委且会では後者のグループが辞圧あるいは退席して、前荷のグループのみで
「事実無根」と稲田狂二の除名を決議して、ひとまずその幕を閉じたのであった。しかし、この消党問題は党内の
派
閥
抗
争
と
し
て
片
附
け
る
に
は
余
り
に
も
多
く
の
肌
脳
を
は
ら
ん
で
い
る
。
弁
護
士
で
あ
り
、
党
の
長
老
で
あ
っ
た
松
行
い
二
郎
は、二月十一日第九回常任委日会の当日、党木部会議室で次のように一一一ｍ明した。
此の間脳は川白です。金をとったということが明白です。私は弁謹士としての絲験上、此れだけの聴取課をみれ
ば、これが事実だといふことば伽単明瞭ですが、此の際これを公表することは、介同後求もない兇を動帰せしめ
ることになるから一一岡はない。……私も男です、幹名しなくともⅢ迷いありません。（『労農勅Ｗ』場外）
この松谷は、柵旧の除名を決定した中執の際の縦優であり、この澗党問題の起る以前に桶川の訪川をうけている。
（「桶川氏の陳述」より）つまり、この問題については、早くから熟知しており、一応問題の圏外にあったものであ
る。だから彼の弁護士としての感想は州当大きなウェイトをしめると思われる。鈴木茂三郎は、『ある社会主義者
の半生』の中に「錦旗閲越のような事実（前後の関係よりして消光問題をさす。筆者註）が当時あったか、なかっ
たかということは、あれから二十八年の歳月の総過した今Ⅱにおいて明らかである」っ八八頁）とのべている。微
Ｌ｜,０，
０，●
‐/;：０
２二一一一一一一二二
｡
■Iｺﾞロ
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上、
￣アマデ
ー｡．、
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一九二八年（昭３）の節一回杵選の結果政友会は二一九名で野党氏政党は一一一七名（そのほか敵新党四、災業同
志会Ⅲ、巾立一）であった。したがって政友会は議会巡営に苦慮し、無産派八名を全休として、少くとも中立の立
場におかなければならなかった。しかも川中内棚は三・一五、川・一』ハとあいついで共瀧党を州肥し、淌安維持法
１
１
１
１
１
１
１
を改施』し、特高を彼世した。対外的には、節二次節三次山東出兵を強行し、済南事件、娘作撚燃死事件をあいつい
で起していった。こうした惜勢の巾で、共産党は合法無産政党の限界を脂摘し、非合法活動を強化していった。日
本大衆党が結成されたのは、この年の十二川のことであった。だから政府としても無産論政党の頭部である議員を
問収することは、ぜひとも行ないたいところであった。一方無産政党の側は、労組も党も弱体化し、その運営の劉
川
に
嚇
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
妙な記述であるが、われわれが行った当時の関係者からの聴取響とあわせて考えれば、肯定的であることは明らか
である。
そこで、この問題の意義を深くさぐるために個々の事実についてやや詳しくみていこう。
紬Ⅲ労党文部代爽衿会醜Ｑ九１七、十月十一Ⅱ’十二Ⅱ）で麻生は次のようにのぺている。詞、党の指導梢神が正しくと
も財政のために亡びるかも知れない。乖刻は他党の内状を洲准熱燃し、対蛎を立てることによって、やがて他党の分裂が起
ると思う。そして合同すべき時機があると思う。」
こうした桁勢の巾で、躯と接触の深かった荊鯏訂、ヨ等が活躍することは十分ありうることであった・状況証拠は
かなり豊耐であるといわなければならない。ところで『節五回術征執行委瓜会報化川（抄）』によれば平野は、金の
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授受については否定しているが、雛轡厩で麻生、川名、棚橘、三宅等と合川Ⅲ題を論じたこと、当時耶巍襲診議櫛であ
った字垣一成と農民党結成のことで一一一何程会ったことなどをみとめている。『宇垣Ⅱ記』（昭和三年四月二十日）に
よれば、
あう!'：とれう当
然ｌ１Ｉｌる１Ｗといる。時調収ろ現昨、、か役こわ。字、しめ今世今
響震〉て＃亀鰄鯛ザ＃屋：WiW
llll行Ⅶご“''１欠維iiW1侭
のってよの、れと川屯至ｌ[’てて
方たいう事１A｝わのは近難が企若
がのるに件粉れＩＮＩと時な塵のぎ
非はがなを桁が係も其る燗臓回
附－，つ禰系行はにのくし起士
にｌｎ１柴たｐ１かつ必、無感き、をを
様だ尾。にらたず産を意、今熱以めけは柵パｔ関し政深几一望て
たで、’１１ク（リル係も党くを層し日
のす麻は画き者よのしｉｌｌｉ国あ任
でか生‐しかかく幹隅し氏るし
、。と’’１１たけらは部り脳多かて
そも）巡柴がのなとたき数の居
の会一尾あ｝[＃か楼りたのＩｉｉる高つの与つ坂つ触しり覚なが
士て’'’一たにたが所し解る如
見いで郎のよがあな゜を口き
町る－，はでれ、つり謝待吻高のの聯３，はぱとた炎氏ちを畠
とで尾はな、も。・はてｉｌｉｉ素こあ歌じいこにこ同仕し之
ろるのめかの陸う搬ｚｌｖ１耐、
で。加一．田ｊＩｉ【しにす】kご安
、麻き進中のて余るり岡柴生もめと幹、に｝こ゜正
尾のの社の部ＪＩＡ立あ余篤司が￣会長IｌｌｆＬ派らは、
黒陳、の見老もなざ必火１１１述何社にで字るれ要川、￣の貝はあｈｉ人ぱの）Ａ１
平にたで､りに物、ｉｉｉｌｌﾘ］野よめあ正、あを徒に難とれにつカー|・う勉｝こはの
会ば平た；松分よめ紛遼諸
つ ｌ１ｆが太述うて糾巡氏た等、郎絡に峡をすとこと後ががな近噛る会と会に一あつせしも談が合有役つたし、のせ
あ ：驫沓“；：ﾋﾞﾙる◎ 磯：（j〈麦あ１，冊采ざれ
が秘るらろ｝こをるも
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めて遮大である。
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宇
垣
、
商
脇
等
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係
‐
『那笑の二』について麻生の陳述をみよう。
問、あの錦旗問題といはれてゐることはどういふことか御聞かせ下さい。
群、錦旗問題とはどういふことか分らないが、吾だが蒋迦かういふこと。｛
社会凪主主義と蹴郡・ファシズム
吾だが蒋迦かういふこと・を話し合ったからであらう。四五
つ
ま
り
現
在
、
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卯刈凸叺鍼耶を話し合司だ、Ｕ醐剖。山川対（均）でもそんな卵を紺したことがある。○○とプルジ副γと
は果して結合し得るものであるかどうかを僕等は論議したことがある。といふやうな問題は将来もまた、真
面目に革命をやらうと恩ふ者に起ってくる問題だと忠ふ。私は今でもこの問題を真而側に券へてゐる。
川
、
あ
な
た
と
高
舟
と
の
関
係
は
ど
う
い
ふ
も
の
で
す
か
？
答、満舟湫とは汁からの知合で、大正九年社会主瀧川川を細細する際には、私は満舟利にも入って武った位であ
る。私は古い社会主義者を聴敬する態度からこれまで交際をつづけてきた。
問、建国会との合同といふことは企てられたのですか？
群、難国会と一紺になるといふことは虚一一両である。建剛会とは、私は絶えず闘争してきてゐるのだ。
そして、麻生は、錦旗の剛皿については具体的にやろうとしたことはない、両脇に寄附を頼みにいったことはある
が、字腫との関係で五千円というようなことは全然知らないとのべていた。では、この錦旗問題とは何か。緒俣
、（津南雄）の『陳述』は次のようにのべている。
十凡の二十日か二十一ｎ頃、僕が椛油洲の家に行った序でに、橘油沿と一締に川所沿を訪れた。橋洲斌が先に帰
ってから、・一時間余り話をしたが、その時、田所君は、僕に、『麻生が日労党を皇室中心主義乃至は国粋主維の
綱繊をもたせる運動をやってゐる。そして彼は昭和三年度の日労党大会にこの綱領の通過を図ることに努力し、
成功すれば数十万円の金が供給されると称して、日労党内の同志を説きつつある』ということを語り、その綱緬
のやうに、
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丁っに、かう右淑化、右翼化では困る。かういふ現状を打開し、Ⅱ木のやうな特殊な囚で戒に革命迦勅を
○
○
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さらに吉川守邦の『陳述筐をみよう。
十
月
の
終
り
か
十
一
月
の
始
め
頃
、
私
は
高
畠
氏
宅
に
病
気
兄
舞
に
行
っ
た
。
二
階
の
一
悉
奥
の
間
に
皿
さ
れ
た
。
二
人
で
痂
気
の
話
を
し
て
ゐ
る
と
、
細
釉
が
『
や
ま
と
』
の
松
下
が
耐
会
に
き
た
と
取
次
い
だ
。
そ
れ
以
前
に
私
は
『
や
ま
と
』
の
経
営
は
商
品
が
や
っ
て
ゐ
る
こ
と
を
き
い
て
ゐ
た
。
そ
こ
で
高
畠
に
『
松
下
が
金
を
俄
り
に
来
た
の
か
？
』
と
問
ふ
と
、
『
松
下
ば
か
り
で
な
く
麻
生も来たぜ』と彼は答へた。『一寸見当違いではないか？』と私は訴いた。『勿論見当違いだ。併し今世の中は総
て
見
当
迷
い
で
は
な
い
か
？
』
と
彼
は
い
っ
た
。
『
い
く
ら
借
り
に
来
た
か
？
』
と
私
は
尋
ね
た
。
『
五
千
円
ば
か
り
と
い
っ
て
ゐ
た』『科は従す気か？断り給へ。』彼は笑いながら育った。『それは貸しても良いのだ、三千円ばかり貸す心算
で郷合してある．」「可笑しいじゃないか？』『すべて可笑しいのだ．麻生ほかう一一翻ってゐた．ｌ襄主帳なん
て
い
ふ
と
と
賎
川
謹
が
や
っ
て
ゐ
た
時
の
こ
と
で
、
含
臓
何
如
に
そ
の
川
を
維
持
す
る
か
が
棚
越
だ
．
ｌ
ど
う
だ
い
そ
う
い
うことをいってゐおぜ。反肋川休よりも片シカの力が砺什になって来た。』それから商舟はか』フいふことも話し
霞
し
た
．
’
『
噸
生
は
僕
の
所
へ
来
ゑ
川
に
ｈ
鵬
卿
の
所
へ
行
っ
た
ら
し
い
、
（
そ
の
嶮
萱
脳
漿
を
挟
ん
で
『
有
蛎
は
企
があるか』といふと『無くたって蔓があるサ』と彼はいった）、僕の所へ来るまでに可成り力点を当ったらしい
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ところで、麻生が後に公然と一一両川した「耶部と無脈階級の結合による」「社会主義畝命」の柵恕は、結局は「川
家社会主縫」であった、その場合「天皇〈凹氏ノ総代表クリ、川家ノ根柱」（北一脚、ｎ本改造法案大綱）たるべ
きものであった。川本ファシストの理論的な柱ともいわれる北一脚も『凹休論及び純正社会主義』を耕した「瓜家
社会主銭者」であった。大川川明とともに猫存社を被立し、ファシズムの組織的巡肋がⅢ妬される。ここから大川
刑川を総務委貝長とし満川竜太郎、安岡正鮒、西田税、松延繁次らをメンバーとする行地社が生れる。そして、す
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八
のだ。僕のとこのも彼の力から極秘に頼むといってゐた。だから僕は彼を信じて極秘にしてゐた。ところが新聞
イル
記者が一一、一一一回来て、『麻生さんが○のことで来たでせう』と聴くのだ。そこで『お前は良く知ってるな』とい
ふ
と
記
満
は
『
あ
な
た
の
所
ば
か
り
で
は
な
い
。
打
鳩
さ
ん
の
他
へ
も
随
分
歩
い
て
ゐ
る
』
と
群
へ
た
。
本
人
も
さ
う
い
っ
て
ゐ
る
のだ。そこで僕も瓶にさわった。自分の力から棚秘に頼むといっておきながらｎ分から囎舌り散らずなら、俺の
力も述噸なく喋舌る。それで僕は、淵に面舵をもって今の話をばらすんだ』と……
そして吉川は、高舟の財産問題で貸惜裟班のため耐白川夫人が来訪した際、一一一千円は宇垣から川ていることを知った
とのべている。以上のの記述は『淋突三』が記している「たまたま隣宝に吉川守邦氏訪るるありて一切は曝露せ
り。」とは事実が机述するが、高畠の作為、挑発というよりは、真実を感じさせる所が多い。しかも、麻生自身、
高
畠
と
の
交
友
を
み
と
め
、
天
皇
の
も
と
に
集
り
、
封
建
勢
力
と
結
ん
で
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
を
打
倒
す
る
準
命
の
榊
想
を
語
っ
て
い
る。この考え方は、五・一五難件以後、麻生の公然たるⅢ論となったのである。だから錦旗問題についても否定す
ることはむしろ川難である。そしてこれとの側辿で、商傲、宇垣、有馬らとの撲近と盗金の調達は当然碓理され
る。
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そして、大川川Ⅲ、商刷索之らはさかんに無産政党の幹部に動きかけていた。無産政党の粉部が、いわゆる放新将
校と直接会うようになるのは満州事変前後からである。もっとも平野らはすでに当時「革新将校」の中心的存在で
あった宇垣とあっていたことはすでにのべた。服部の「雄新将校」のグループには、昭和三年十一月につくられた壮
社会民主主義と躯部・ファシズム
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'１たｊｌｘし似、す。±てし共）
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きの学な者主
:鱒‘ｉｉ
つ及大でｉＩＩと
でに「科学的日本土鑑」を主張し、悔意と社会迩釛の接近を主張せんとしていた（覇阿潅の特殊の心皿と民衆巡動』『改
造』一九二六年十月渉）赤松は大川と接近し、日本社会主義研究所を設立し、国家社会主義を主張した。高畠は早く
から、国家主茂と社会主義との結合をとき、大正七年には大衆社を創立し、以後活動をつづけていた。このほか日
本のファシスト巡動の中では、安岡正鰯の金難学院、椛藤成卿の自治学会などが大きな役割を果していた。このよ
うな民間右翼と軍部との相互惨透が次第に強まってくる。『右淑思想犯罪甑件の綜合的研究』（『現代史資料』４三二
た。 は次のようにのべている。
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年将校グループともいうべき『一夕会』、（これには昇田鉄山、東条英機、板垣柾四郎、石原莞爾などがいた。）昭
和五年九月につくられ、三月酬件、十月珈件の主導力となった『桜会』があった。栃木欣五郎巾‐佐を中心とし、参
謀本部、陸軍省など、陸大出身将校よりなっていた。これらの将校の一部と社会民衆党の赤松克謄、亀井賞一郎、
川
本
労
農
党
の
麻
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ら
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会
几
を
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ん
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た
の
は
行
地
社
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大
川
川
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、
労
例
部
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緊
次
で
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た
と
い
わ
れ
る
。
『粛軍に関する意見響この「所謂十月事件二間スル手記」（通称「田中少佐の手記」）によれば無産政党との関係は
次の通りである。
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ｆｌりに此「Iりり川
1M“蕊薦黙Ｍき、計のと産lwi
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、は之的
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万<包行
人ぱｌｌｌｌの
肋ともなれり。ｓ洩代史資
また三月事件の計測中には、
桜会の急進派は躯部外に同志を求めんとし、社会民衆党、大衆党の幹部と凪点会合し、意見を交換せり、此結采
彼
の
無
産
党
は
耶
部
少
壮
将
校
の
の
一
般
意
測
を
川
か
に
し
、
耶
部
が
決
し
て
強
本
家
の
手
先
に
非
ら
ざ
る
こ
と
を
認
微
す
る
の
一
助ともなれり。（『洩代史資料４』六五二頁）
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以上の口中少佐手記は、すでに桜会内部の将校と杜氏、大衆両党幹部との会合があり、三月事件の計画では、主と
して全囚大衆党が一万人動員を行うことになっていたこと、そして、麻生と川巾少佐の会凡もなされていたことを
明らかにしている。しかし「満州事変」の後、全国労農大衆党が帝国主義戦争反対を唱えている段階では、麻生ら
は公然と軍部Ｐファシストを支持することはできなかった。彼らが公然と会うようになったのは『麻生久伝』の指
摘する通り、『陸砿．ハンフレット』以降であったのであろう。一方、赤松らは回家社会主銭新党を樹立し、杭極的
に淌蒙における氷部の行動を支持していた。
以上で明らかにしたように、軍部・ファシストと殉無産政党緋部との接触がはげしくなるのは、満州耶変以後の
ことであるが、消光川越にあらわれたように、すでにそれ以前から商風ら民間右翼、牢垣ら血部首脳と辮接な関係
にあったのであり、すでに「買収」されていた形跡すら濃厚である。
「反溢水主義」のスローガン枠
た。麻生もよくこれを口にした。
るのである。では酬実はどうか。
川の『陳述』は次の通りである。
九月二十一日頃と恩ふ。麻生から解放社を通じて私に電話がかかって来た。そこで私は麻生、河野、田所の三君
と丸凡厘食雌の二階で一円位の食瓢をした。その会合は仲厄りとかいふものではなかった。その九兄屋で、話の
途中、麻生は『何とも金がなくて川る。何とかして企をとる方法はないか？』とやりだした。その時幸の湖珈件
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古
川
鉱
業
と
麻
生
のスローガンは、すでに天皇制砿部との剛いを放棄した社会比兆主義者の愛川するところであつ
れを口にした。しかし、事突の（三）は、彼が術》畝古川鉱業とも闘わなくなったことを示してい
事実はどうか。河野も麻生も銀座丸几腿食堂で桶川と飯をくったことをみとめている。さらに福
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二
がⅢ犬。麻生は私に『古河へ行って五万円とってきてくれぬか？』といった。河野、川所も口を加えてこれに和
したｂこれが事実だといふことは一一十一日河野、三輪、鈴木の一一一酒が私の所へ来た時、私がこの点を河野君に詰
問すると河野君は顔を赤くして、『それは冗談にいったのですよ』と逃げてゐるのを凡ても明かだ。
そして柵川は麻生久の肛系といわれた平野学とともに古河の受付を調べたところ、「麻生さんはおいでになった」
といわれ、平野は航色を変えたという。（『進め』ザ外「澗党〃」）また麻生も口ら、古河鉱業の佐左木と幸の湖問題
で会ったことを認めている。金銭問題の決め手はないが、幸の湖糾州滅説会は中止されているのであり、麻生が金
銭川越のみを否定するのは困難のように思われる。
当時、卵の機帝澱は机当巨額のものであり、ファシズムへの傾斜が強まるにつれて、政界、財界にも微極的に民
間の右翼団体、軍部ファシストを寺痔する者があらわれた。森格、安達謙蔵、久原房之助、徳川養親らは代表的な
ものであり、後の二・二六本件で明らかになったところによれば「三井、三菱を姑め、住友共の他の大小財閥は何
れ永幡報澱と称して、多額の千附搬を碓愉し、多価の怖報を間収していた。一一一非の如きは月額十五万Ｎ概度の怖報
澱を打し、共巾から北此他の賀収搬に充当していた」（『化一姉』川巾惣兀郎、三七八一瓜）、といわれる。だから、三月
事件、十月事件ないしは「満州事変」の陰謀にも、机当の卵の機密費と政財界からの資金が流され、彼らの待合で
の豪遊は、燕轆御校の日をひそましめ、反感すら買う所があった。こうした情勢の巾で、賛金難に喘いでいた無産
政党幹部が、彼らからの資金を倣接、間接にうけとることは十分考えられる所である。いずれにしても、天皇、・
箙、右翼とたたかわずして、「反資本主義」を貫くことはできないことであった。
以上、淌州珈変前の社会氏主主葬収党の状況についてのべてきたが、この泊党Ⅲ題が捉起した三つの那爽、すな
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日本大衆党はその創立宣言の中で「真に大衆の要望するものは全無産政党の合同であり単一無産政党の樹立であ
る」が「これが実現の具体的な第一歩として」「可能な範囲の合同」をするものであることをのべていた。日本大
衆
党
の
出
雲
『
鬘
』
の
馴
刊
以
来
「
驚
窯
一
戦
線
へ
ｌ
鑿
蔓
高
諭
の
根
拠
」
を
主
張
し
て
き
た
労
農
派
を
袋
する山川理論の勝利であるかのようにみえた。そして創立直後山川は次のようにのべていた。
現在、プロレタリアの階級的任務にとって不可欠の条件は反ブルジョア的勢力の全要素をブルジョアジーの政治
勢力から切離して、独立の単一戦線に結合することである。党内左派の任務は、この単一無産政党に成長し得る
性蜘を左翼主義または右翼主義政党に変賀させようとする企てから、擁波することでなければならぬ。
大衆党は必然にいろいろな要素をふくみ、数Ｍ体の合同組織である事実は、分裂や分解の作川がおこる機会の多
いことを意味する、左派はか』フいふ作川を防止し、さらに全政党の合同を促進するために、全団体の川の左翼分
子と緊密に協力すべきである。合同の災質的完成（文部の合同、民主的統制の確立、その他）もまた左派の任務
でなければならぬ、左派は左派なるが故に、大衆を支配する当然の権利があるのではない。左派の標語は機関の
社
会
民
主
主
義
と
軍
部
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
，
五
三
わち、政友会総裁である瓜巾義一行相、軍事参議官であり、すでに「革新将校」の注目をあつめていた宇垣一成、
「国家社会主義者」商畠素之、古川鉱業麺役佐々木敏綱らと平野、麻生らの接触は、ｎ本の無瀧政党が、その賦部
はすでに天皇制支配体制と闘いえないことを示していた。特に、天皇制恥部、砿部内ファシスト将校剛とクーデタ
ー計画の一塊をになうまでに至っていたことは、彼らがその「社会主義」の主観的意図の如何をとわず、軍部・フ
ァシズムに屈服していたことを示しているのである。
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占領ではなく大衆の信耕でなければならぬ。（『Ⅱ本大衆党の成立とその任務』『労農』一九二九年二月）
このように山川にあってはⅡ本火難鬼は、「反プルジ調アの独立の雌一戦線」への節‐一歩と秒えられていた。しか
もそれは第一歩にして早くも挫折したのである。山川は「あのとき私は、猪俣君から手紙をもらったので、すぐ返
事を川しました。君は福田狂二という男を知らないだろうか、どんないいことにしる福田と一しょにやることは絶
対にいけない」（『山川均向伝』川三九画）とし、消党遮仙を抑えようとしたのだが、洲態は分裂にまで発展した。山
川は『労艇』脱退の決意をし、声川諜を発表した。この当時を回想して山川は
ｎ
け
た
と
い
え
ば
、
あ
の
七
党
合
同
が
分
裂
し
た
と
き
、
正
施
に
い
い
ま
す
と
、
あ
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と
き
私
は
も
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、
負
け
た
、
と
Ⅲ
い
ま
し
た
。
む
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ん
此
瀧
党
に
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け
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と
い
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意
味
じ
ゃ
な
い
が
。
こ
れ
か
ら
は
条
件
が
も
っ
と
懇
く
な
る
、
わ
れ
わ
れ
が
労
え
て
い
たような共同戦線的な単一政党の実現はほとんど望みがない、私はこんなふうに感じました。（同書四三九頁）
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『
労
農』は、三○年一一一月更生節一号を出し、巻頭に「全無産政党の合同へ！」（青山健Ⅱ伊藤好道）をかかげた。その
頃山川はふたたび「協同戦線党諭」の怖熱をよびさましたのである。
ところで、山川は、「七党合同までは成功したのですが、脚正遮動で失敗した」（川謝、四三九面）と考え、荒川寒
村も弓労農』理論の妥当性が、七党合同によって立証された半面、同人みずからその主張の空念仏に過ぎなかっ
たことを暴露し」（寒村自伝、四八九頁）たとし、消党迩肋を「観念的左翼主義」の鰈収と考えている。堺にしても
同様であった。当時鈴木茂三郎に対して次のようにのべた。「錦旗問題に対する胸党のやり方が行き過ぎであった
でＶ・「 芹ノア~7〒、■９'=hアーハ澱〒’Ｗ 》皿之
限界が示されているのである。
ととは自分もかねがね心配をしながら己むなくここまできたものの、僕としても斯うなれば丸坊主になって失敗を
倣いたい気持である。」（『ある社会主義の半生』一八八頁）。つまり、消党迩助はやりすぎであると考え、この自己批
判からふたたび共同戦線党の計画を開始しようとしたのである。しかし、「共同戦線党論」そのものの杯検討は行
われなかったのである。当時の一論文は次のように折柄していた。
今回の彼等醜悪幹部の金銭取引問題は、只叩に支配階級に一時的に党を売ると云ふ問題の外に、更に獄極的に
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ファシズムへの転向への意識的穣極的述肋の表現である。…・・・彼の×旗党問題の連続である。」（『進め』珍外、川
こ
の
筆
者
は
お
そ
ら
く
猪
俣
で
あ
ろ
う
が
、
彼
は
平
野
、
麻
生
等
が
す
で
に
「
支
配
階
級
の
走
狗
」
と
化
し
、
党
を
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
転
向させようとしていることを感じとっていた。たとえ、大衆がまだ十分に反動的幹部の醜悪さを意識していないに
し
て
も
、
そ
れ
を
理
由
と
し
て
、
平
野
を
も
含
め
る
よ
う
な
雑
炊
的
共
同
戦
線
党
を
、
果
し
て
「
反
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
独
立
単
一
戦
線
」
０
と考えることができるであろうか。ここには』惟刀規定における天皇制の理解の不十分さとともに、共同戦線党論の
主として、「満州事変」に対する合法無産政党の対応と、その後の軍部・ファシズムへの屈服の過紐をえがきな
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（融）関係打の一人は「山川が中間派を誤って評価していたのは、田所（水剛会川身）ヘの期待があったからではないか」と
のべている。
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ふ
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ら
な
い
。
社
会
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
全
般
に
つ
い
て
は
、
縞
を
あ
ら
た
め
て
論
ず
、
、
、
、
、
るので、ここでは水稲の中からの一応の結論を示しておこう。たしかに社会民主主義を全休として社会ファシズム
に転化したと考えるのは誤りである。「満州事変」以降、労農派の果した一定のハドメ的役割、合法無産政党下部
、
、
、
、
、
大衆の反ファシズムのうごきを考えなければならない。しかし、だから社会ファシズム論が全休として誤っていた
とするのも正しくはない。むしろ改良主義、社会民主主義が、支配屑のファッショ化に応じて、その社会的難礎に、
転化していく危険について、強く替告しなければならなかった。もし、このような視点があったならば、日本大衆
党から社会大衆党に至る「協同戦線党」への過喚な期待は生れなかったのではあるまいか。改良主義と社会ファシ
ズムはいぜんとして金融資本のうみだす双生児である。そして、下からの強い統一戦線の文柱があったときに、そ
の一部は統一戦線に参加し、他の一部は社会ファシズムに転落するのである。日本の場合大部分が後者であった。
ここに日本現代史が悲劇的運命を辿る一つの要因があった。
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党や労組をファシズムに転換させるにあたって、必ず巧妙な論理を案出する。たとえば赤松は、「転向ではなくて
発腿」といい、「国家の統制機能を重視し」、「その民衆的実現を期する」といった。麻生、田所らは「運動方針」
を
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
方
向
へ
ね
じ
ま
げ
る
際
に
「
解
釈
確
定
銃
ご
と
称
し
た
。
こ
の
よ
う
な
「
な
し
く
ず
し
の
反
動
化
」
が
、
結
局
は
公然たる変質に発展したのである。しかし、社会民主主義政党の場合、この幹部と大衆との一種の亀裂は、不可避
的なものであろう。
木稲は、テーマ「わが国労農通勤における社会民主主義の研究」昭和三十八年度文部欄科学研究澱（総合研究）
また、村山重忠教授、大島満教授、田沼雛助教授、二村一夫諭師の共同研究者からは多大の教示をうけた。盗料
０
盤理その他困雌な仕珈は主として法政大学大学院学生術橘彦博、大野節子両君がひきうけてくれた。これらのか
たがたに心からの謝意を表したい。
の交付をうけた。厚く謝意を表したい。
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